
- 1 - 
 

第１学年生活科学習指導案 
 

日時  平成２７年１０月２１日 
場所  １年生教室 
授業者 小山 道代 

 
１．単元名    「じぶんでできるよ」（１３時間） 
 
２．指導について 
（１）単元について 
本単元「じぶんでできるよ」では，家庭生活につい

て，調べたり尋ねたりすることを通して，自分の家庭

生活を振り返り，家庭生活を支えている家の人のこと

や家の人のよさ，自分でできることなどについて考え，

自分の役割を積極的に果たすとともに，規則正しく健

康に気を付けて生活することができるようにする。 
現代社会は，少子化や核家族化が進み，子どもが家

族と様々な関わりを通して豊かな人間関係を身に付け

ることが難しくなってきている。そこで，子どもたち

が改めて家族や家庭生活を見つめ直し，家族との関わ

りを通して絆を深め，家族のよさや温かさを実感する

ことは大切であると考える。 
本単元において，自分でできることを見つめさせ，

さらにできることを増やし，家族に褒められて嬉しか

ったことから家族の関わりをもち，家族への感謝の気

持ちを高めたい。 
 

（２）児童の実態 

１年生は，男子１０名，女子９名の合計１９名の学

級である。素直で何事にも興味関心をもって取り組む

児童が多い。学校生活の中では，係活動や当番活動に

意欲的で，自分の役割を自覚し，毎日責任をもって仕

事に取り組める子が多い。また，家庭生活においても

保育園から小学校になり自分でできることが増えてき

た。 
夏休みに入る前に，子どもたちには「手創り夏休み」

や「1家庭 1ボランティア」を活用しながら「お手伝
いをしよう」と呼びかけ，保護者にも懇談会の折に協

力を依頼した。子どもたちは家の人に支えられて，食

事の準備や洗濯物たたみなどに挑戦し，子どもたちな

りに家族の一員として頑張ったようである。 
本単元では，夏休みに家庭で自分がしてきたことを

思い出し，自分でできそうなことを見付けて，実際に

家庭で取り組む時間を設けた。その取り組みをおうち 
の方に褒めていただいたり，認めていただいたりする 
 

ことで自分でできることに自信をもち，さらに，自分

でできることを増やしていきたいという意欲を高めて

いきたい。 
 

３．研究主題との関わり 

研究内容（１）のアに関わって 
  児童にとって生活の基盤である家庭生活を取り上

げ，家族とのつながりを大切にして教材化を図った。

家庭生活を振り返りながら，おうちの方の仕事の量

の多さを知り，自分たちにもできることに取り組ん

でいこうとする意欲をもたせ，実際の期間を設け，

発表会を通してさらにできることを増やしていく。 

研究内容（１）のイに関わって 
   本時の導入では，自分でできることを増やすため

に仲間の発表を聞くという視点をもたせる。そのた

めに次に取り組んでほしい内容が書かれたおうちの

方からの手紙を読ませて，交流で新しい仕事を見つ

けようとする意欲を高める。 

 

研究内容（２）のアに関わって 
本単元は，子どもたちが家族のために自分ででき

ることを増やしていけるよう仕組んだ。「自分ででき

るよ大作戦パート１」「自分でできるよ大作戦パート

２」を中心に，自分を見つめる時間，実践，発表，

仲間の取り組みから気付く場面と，役割を明確にし

て単元を構成した。 

 研究内容（２）のイに関わって 
本時の終末では，「パート２でやってみたいお手伝

いは～です。わけは，～です。」という話型をもとに

全体交流だけでなく，ペア交流の場を設け，「自分で

できるよ大作戦パート２」のお手伝いを決めようと

しているか見届けをする。 

 

研究内容（３）のアに関わって 
本時は追究活動として交流活動を位置付けた。発

表する人だけでなく，聞く人の話型「～さんの発表

を聞いて・・・分かりました。（気付きました。）」も

示し，仲間が取り組んだお手伝いのよさを話せるよ

うにした。また，発表を聞くだけではなく，発表す

る側も聞く側も実際の物を使って体験するという活

動を取り入れた。 

研究内容（３）のイに関わって 

自分で取り組みたいと思うものを決定するために

１回の交流だけに終わらず，相手を変えて２回は行

う。違った内容の仕事を，実際にやってみるという

体験をさせることで，「自分でできるよ大作戦パート

２」の仕事の内容を明確にさせ，取り組みに意欲を

もたせたい。 
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４，単元指導計画（全１３時間） 
目
標 

家庭生活について，調べたり，尋ねたりすることを通して，自分の家庭生活を振り返り
家庭生活を支えている家の人のことや，家の人のよさ，自分でできることなどを考え，
自分の役割を積極的に果たすとともに，規則正しく健康に気を付けて生活できるように
する。 

視点 ア 健康で安全な生活 イ 身近な人々との接し方 カ 情報と交流 
内容 （２）家庭と生活  （８）生活や出来事の交流 （９）自分の成長 
対象 ⑤家族 ⑥家庭 ⑨自分のこと 

時  ねらい 主な学習活動 児童の意識の流れ     気付きの質の高まり 評価基準 指導・援助 
１
２
３ 

じ
ぶ
ん
の
一
日
を
見
つ
め
よ
う 

自分の家庭生活を見直

し，成長した自分に気が
付くことができる。 

○家庭での，自分の一日の生

活を振り返る。 
 
○自分の一日の生活をでき

るよカードに書く。 
 
○自分ができるようになっ

たことを見付ける。 

「家でどんなことをしているのかな。」 
・宿題をしているよ。 
・学校の準備をしているよ。 
・ごはんを家族で食べているよ。 
・手洗い・うがいをしているよ。 
・歯磨きをするよ。 
「自分でできるようになったことは 
何かな。」 
・朝，自分で起きているよ。 
・学校の準備を自分でしているよ。 
・おうちの仕事はたくさんあるよ。 
・家の人は何をしているのだろう。 

・自分の一日の生活に関心を

もち，成長した自分を見つめ
ようとしている。 
【関・意・態】 
＜発言・できるよカード＞ 
・食事や睡眠など，規則正し
く健康的な生活をすること

に気付いている。 
【気付き】 
＜発言・できるよカード＞ 

・多様な家庭環境があり，多様な

家族構成がある。友達と比べ合い
にならないよう，十分配慮する。 
 
・朝起きてから夜寝るまでの，家
庭の生活について想起させ，でき
るよカードにまとめる活動を通

して，自分の一日の生活に関心を
もてるようにする。 

４
５
６
７
８
９ 
本
時 

自
分
で
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う 

家の人がしていること
や家の人にしてもらっ

ていることに気付き，そ
の中から，自分のできる
ことを考えて，実行する

ことができるようにす
る。 

○家の人がしていることや
家の人にしてもらっている

ことを振り返る。 
 
 
 
○「自分でできるよ大作戦パ
ート１」の計画を立てる。 
○家庭で取り組む。 
○中間発表会をする。 
○家庭で取り組む。 
 
○仲間の発表を聞いて，次に
自分でできることを見付け

よう。 
 

「おうちの人はどんなことをして 
いるかな。」 
・買い物をしているよ。 
・ご飯を作っているよ。 
・洗濯物をたたんでいるよ。 
・掃除をしているよ。 
「自分には何ができるかな。（自分でできるよ大作戦パート１）」 
・洗濯物たたみ・食器並べ 
・食器洗い・風呂掃除 
「仲間のやり方やこつを知りたいな。」 
・こつを教えてもらったから前より 
うまくできるよ。やってみよう。 
「自分でできるよ大作戦パート１で 
できることが増えたね。おうちの方に 
褒められ嬉しかったね。できることを 
増やしたいね。次は何をしようかな。」 
・洗濯物は端と端をそろえると 
きれいにたためるんだね。 
やってみようかな。 

・家の人がしていること

や，家の人にしてもらっ

ていることの多さに気付

くことができる。 
【気付き】 
＜発言・できるよカード＞ 
 
・自分でできることを見付
け，計画を立てて取り組んで

いる。 
【思考・表現】 
＜発言・できるよカード＞ 
 
・家庭の温かさや家の人のよ
さに気付くとともに，じぶん

でできることや自分の役割
に気付いている。 
＜発言・できるよカード＞ 

・通信を通して，活動内容やねら
いを各家庭に伝え，協力を依頼す

る。 
・「自分でできるよ大作戦パート
１」継続的に取り組んでもらえる

ようにする。 
・自分が取り組んだことについ
て，実演などを交えるなどして発

表し合う中で，これからも続けた
り，新たなことを挑戦したりしよ
うとする意欲を高める。 
・実践してよかったことを振り返
る中で，家庭の温かさや家の人の
よさ，自分のよさや役割にも気付

くことができるようにする。 
・家庭で実践したことを友達と情
報共有することにより，さらに視

野を広げたことを見付けたりで
きるようにする。 

10
11
12
13 
 

こ
れ
か
ら
も
つ
づ
け
よ
う 

自分の家庭での役割を

継続的に果たしたり，増
やしたりするとともに，
生活のリズムを大切に

して，健康に気を付けて
生活できるようにする。 

○「自分でできるよ大作戦パ

ート２」の計画を立てる。 
○家庭で取り組む。 
 
○自分が続けてきたことを
伝え合う。 
○自分が家庭で続けている

ことやよかったことを発表
し合う。 
○家族に手紙を書く。 

「自分でできるよ大作戦パート２に 
挑戦しよう。」 
・風呂掃除をしよう。 
 
「自分でできるよ大作戦発表会を 
しよう。」 
・自分でできることが増えてよかった。 
・おうちの人に褒められて嬉しかったよ。 
・いろいろな仕事に挑戦して 
お母さんを助けれてよかったよ。 

 
 

・家庭の一員として，継続的

に自分の役割を果たしたそ
うとしている。 
【関・意・態】 
＜発言・できるよカード＞ 
 
・自分でできることや，家庭

生活における役割が増えた
自分や友達の成長，よさに気
付いている。 
＜発言・手紙＞ 
【気付き】 

・１週間の取り組みになるので，

学校生活の中でも自分の取り組
みを続けている児童を取り上げ
るなど，活動への意欲が続くよう

な支援を行う。 
・振り返りの際には，自分自身の
成長に気付くことができるよう

にする。 

・家でどんなことをしているかな 
・家族でご飯を食べているよ。 
・手洗い・うがいをしているよ。 

・自分で学校の準備をしているよ。 
・自分で起きているよ。 
・自分でできるようになったことが

少し増えたかな。 

・おうちの人がやることはたくさん

あるな。 
・大変だな。 
・自分にできることはあるかな。 

・洗濯たたみならできそうだな。 
・風呂掃除をしようかな。 

・端と端をそろえるときれいたた

めるんだね。 
・風呂に入ってゴシゴシこすると

きれいになるよ。 

・○○さんのようにお風呂掃除を

しよう。 

・おうちの人は何をしているのかな。 

・今度は○○に挑戦してみようか

な。 

・お風呂からキュッキュッと音が

してきれいになったよ。 
・食器洗いをしたよ。 

・お母さんに喜んでもらえて嬉し

かった。 
・家の人の役に立てれてよかった。 
・これからも続けよう。 
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５．小単元指導計画 （自分でできることをしよう ６時間） 
時 ねらい 学 習 活 動 【評価基準】（評価方法） 

４ 

家の人がしている

ことや家の人にし

てもらっているこ

との多さに気付く

ことができる。 
 

①  自分の一日の生活の中で家の人がしていることは何か思い出
す。 

 
 
②家の人がしていることやしてもらっていることを発表する。 
 

【気付き】 
家の人がしていることや，

家の人にしてもらってい

ることの多さに気付くこ

とができる。 
（発言・できるよカード・

自己評価） 

５ 

自分にできること

を考えることがで

きる。 

①夏休みに家で挑戦したことを想起する。 
 
②自分にできそうなことを考え，発表する。 

【思考・表現】 
夏休みに挑戦したことを

思い出しながら，自分にで

きることを考えることが

できる。 
（発言・自己評価） 

６ 

「自分にできるよ

大作戦パート１」

の計画を立てるこ

とができる。 

 
 
①仕事を何にするか決め，できるよカードに書く。 
 
 
 「自分でできるよ大作戦パート１」を家庭で取り組む。 

【思考・表現】 
自分でできることを決め，

できるよカードに書くこ

とができる。 
（発言・できるよカード・

自己評価） 

７ 

「自分でできるよ

大作戦パート１」

の中間発表ができ

る。 

① 「自分でできるよ大作戦パート１」を振り返る。 
 
 

② 同じ仕事同士のグループ発表会をする。 
③ 全体交流をする。 
「自分でできるよ大作戦パート１」を家庭で取り組む。 

【気付き】 
同じ仕事の発表を聞いて

自分の仕事のやり方やこ

つに気付くことができる。 
（発言・自己評価） 

８ 

「自分でできるよ

大作戦パート１」

で取り組んできた

ことを振り返って

できるよカードに

かくことができ

る。 

① 「自分でできるよ大作戦パート１」を思い出す。 
 
 
② お仕事のやり方・こつ・頑張ったこと・おうちの人の言葉など

をできるよカードに書く。 
 

【思考・表現】 
自分が取り組んだことを

振り返って，やり方やこつ

などをできるよカードに

書くことができる。 
（発言・できるよカード・

自己評価） 

９ 
本 
時 

「自分でできるよ

大作戦パート１」

の仲間の発表を聞

いて，次に自分で

できるようになり

たいことを見付け

ることができる。 

① おうちの方からの手紙を読む。 
② 課題を設定する。 
 
 
 
② 「自分でできるよ大作戦パート１」をペアで発表し合い体験す

る。 
仲間の発表を聞いて次に自分でできるようになりたいことを見付

ける。 
 

【気付き】 
 仲間の発表から次に自

分でできることを見付け

ることができる。 
（発言・自己評価） 
 
 
 
 
 

家の人がしていることはたくさんあるなあ。 
お母さんを助けたいな。自分にできることはないかな。 

夏休みに挑戦したことをもう一度やってみよう。 
家族のために自分ができることを増やしたいな。 

自分にできることを見付けよう。 

「自分でできるよ大作戦パート１」の計画を立てよう。 

洗濯物たたみに挑戦するぞ。 
風呂掃除をやってみよう。 

「自分でできるよ大作戦パート１」の中間発表会をしよう。 

洗濯物たたみは端をそろえるときれいにたためるよ。 
おうちの人がほめてくれて嬉しかったよ。 

「自分でできるよ大作戦パート１」で取り組んだことをできるよ

カードに書こう。 

仲間の発表から，「自分でできるよ大作戦パート２」でできるよう

になりたいことを見付けよう。 

「自分でできるよ大作戦パート２」でできるようになりたいこ

とは、洗濯物たたみです。わけは、○○さんの発表を聞いてタオ

ルは端と端を揃えるときれいにたためることが分かったからで

す。 
 

家の人がしていることや自分がしてもらっていることはどんなこ

とがあるだろう。 
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６．本時の目標

７．本時の展開

段
階

ねらい
◎指導・援助
・資料

【評価規準】
◇キーワード

2．本時の課題を設定する。

【気付き】

・私は洗濯物たたみに挑戦し
ました。はじめに，ハンガー
から洗濯物を外します。次
に，端と端をそろえます。そ
して，洗濯物をたたみます。
最後に洗濯物をタンスに入れ
ます。洗濯物たたみの１つめ
のこつは，しわをのばすとき
れいにたためます。やってみ
ます。２つめのこつは，端と
端を揃えるときれいにたため
ます。お母さんに「きれいに
たためたね。」と褒められて
嬉しかったです。

・私は風呂掃除に挑戦しまし
た。はじめに，風呂に水をか
けます。次に，洗剤に風呂を
かけます。そして，スポンジ
を使ってこすります。最後に
水で流します。風呂掃除の１
つめのこつは，風呂の中に
入って何回も同じところをこ
するときれいになります。
やってみます。２つめのこつ
は上から洗うこと洗剤と汚れ
が落ちます。やってみます。
きれいになると家族が喜んで
くれたので嬉しかったです。

↓ ↓

・～さんの発表を聞いて，タ
オルは端と端をそろえるとき
れいにたためることが分かり
ました。やってみたら上手に
できたのでパート２でやって
みたいです。

・～さんの発表を聞いて，風
呂の中に入って何回も同じ所
をスポンジでこするときれい
になることが分かりました。
やってみたら，～さんに褒め
られたのでパート２でやって
みたいです。

◎発表を聞いたり，
実際にやってみたり
体験することを通し
て，パート２に向
け，できることを増
やそうとする意欲を
高める。

・発表する時の資
料や用具

「自分ででき
るよ大作戦
パート１」で
取り組んだ仲
間の発表か
ら，仲間が取
り組んだよさ
が分かり，次
に自分にでき
ることを見付
けることがで
きる。

◎振り返りの時間を
十分確保し，パート
２のお手伝いが決め
られているか，話型
を提示する。全体で
例文を共通理解した
後，ペアでも確認す
る。

◇できるよう
になりたいこ
と

↓

・お手伝いの種類
　・洗濯物たたみ
　・風呂掃除
　・食事の準備
　・食器運び
　・テーブル拭き
　・食器片付け
◎発表する側は「～
に挑戦しました。
…。」聞く側は，
「～さんの発表を聞
いて…分かりまし
た。（気付きまし
た。）」という話型
を提示し交流できる
ようにする。

「自分でできるよ大作戦パート１」で取り組んだ仲間の発表を聞いて，仲間が取り組んできたことのよ
さが分かり，次に自分でできるようになりたいことを見付けることができる。

主な学習活動

1．おうちの方からの手紙を読む。

・お母さんが喜んでいた。
・褒められたい。
・お母さんに褒められて嬉しいな。
・もっとできることを増やしたいな。

・おうちの方からの
手紙
◎おうちの方からの
手紙から，できるこ
とを増やしたいとい
う思いを高める。

◎「自分でできるよ
大作戦パート２」を
少しずつ提示し，
パート２へ意欲を高
める。

　今日の振
り返りをし
て，次の活
動に対する
意欲を高め
ることがで
きる。

３．発表の準備をする。

・仲間の発表から仕事のやり方やこつを聞き取り，次の仕事を
見付けることを確認する。

　
つ
か
む

学
び
合
う

振
り
返
る

仲間の発表から，「自分でできるよ大作戦パート２」でできる
ようになりたいことを見付けよう。

　本時の課
題をつかむ
ことができ
る。

自分の取り
組んできた
ことを発表
することが
できる。

仲間の発表
を聞いて次
に自分ので
きるように
なりたいこ
とを決める
ことができ
る。

・発表の順序ややり方を確認する。

４．ペアで発表し合い，体験する。

パート２では，○○ができるように挑戦しよう。

５．今日の学習を振り返り，次の仕事を決めることができる。

・「自分でできるよ大作戦パート２」でできるようになりたい
ことは，洗濯物たたみです。わけは，○○さんの発表を聞いて
タオルは端と端を揃えるときれいにたためることが分かったか
らです。
・「自分でできるよ大作戦パート２」でできるようになりたい
ことは，風呂掃除です。わけは，やってみたら，○○さんに褒
められたからです。
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